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 （趣旨）  

第１条 この規則は、国立大学法人東京外国語大学職員就業規則（平成 16 年 4 月 1 日規

 則第 52 号）第４条に基づき、教育研究上の必要に応じて、国立大学法人東京外国語大

 学が委嘱する非常勤講師及び非常勤医師（以下「非常勤講師等」という。）について、

 必要な事項を定める。 

 （定義）  

第２条 この規則で非常勤講師とは、言語文化学部、国際社会学部、国際日本学部、大学

院総合国際学研究科、留学生日本語教育センター及びアジア・アフリカ言語文化研究所

が教育研究上の必要な非常勤の教員をいう。また、非常勤医師とは、保健管理センター

で学生及び教職員の保健指導に従事させる医師免許を有する非常勤の医師をいう。  

 （選考基準）  

第３条 非常勤講師等の選考基準は、言語文化学部、国際社会学部、国際日本学部、大学

 院総合国際学研究科及びアジア・アフリカ言語文化研究所の各教授会、世界教養プログ

 ラム運営室会議、留学生日本語教育センター予備教育等教育会議又は保健管理センター

 運営委員会（以下「教授会等」という。）において個別に定める。  

 （年齢制限等）  

第４条 非常勤講師等となる者は、その年度の末日における年齢が６５歳を超えてはなら

 ない。ただし、特別な事情があるときに、学長は各部局の教授会等の議を経て、例外的

 措置を認めることができる。  

 （従事制限）  

第５条 非常勤講師等は、１週あたり１２時間及び年間３６０時間を超えて従事すること

 はできない。この場合に１限当たり９０分の授業については、２時間として換算する。  

 （給与の支給）  

第６条 非常勤講師へ支払う報酬は委嘱する者の経験年数を考慮して、毎年年度末までに

 翌年度における１時間当たり支給額を学長が定める。１限当たりの従事時間数の換算は

 前条後段と同様とする。  

２ 支給に当たっては、委嘱期間における従事時間数に１時間当たりの支給額を乗じた額

 を、委嘱期間が５月を越え６月までの場合は、５月間で、また委嘱期間が１１月を越え

 １年までの場合は１０月間で分割して支給する。  

３ 集中講義等で前項によりがたい場合は、従事した時間数に１時間当たりの支給額を乗

 じて支給することができる。  



４ 第２項による支給に当たっては、勤務期間の最終月の前月までの従事実績等を考慮し

 て最終月において支給額の調整を行うことができる。  

 （出講手当）  

第７条 出講手当は、居所から本学までの徒歩による距離が片道２㎞以上で交通機関及び

 自動車等の交通用具（以下「交通機関等」という。）を利用して出講する非常勤講師等

 に前条の報酬と併せて支給する。  

２ 出講手当は、利用する交通機関等の距離及び一の学期における出講回数に応じて、週

 １日あたりの出講につき、次の表に定める額を支給する。  

 

交通機関等

の距離 

出講回数に応じた支給額  

１～３回  ４～６回  ７～９回  １０回以上  

１０ km 未満 ２，５００円 ５，０００円 ７，５００円 １０，０００円 

１０ km 以上 

３０ km 未満 

５，７００円 

 

１１，４００円 

 

１７，１００

円 

 

２２，８００円 

 

３０ km 以上 

６０ km 未満 

１０，３００

円 

 

２０，６００円 

 

３０，９００

円 

 

４１，２００円 

 

６０ km 以上 

１００ km 未満 

１３，７００

円 

 

２７，４００円 

 

４１，１００

円 

 

５４，８００円 

 

 

３ 交通機関等の距離が１００㎞以上の場合又は集中講義等で前項によりがたい場合は、

 国立大学法人東京外国語大学旅費規程（平成 16 年規則第 128 号）の定める額を調整し

 て出講手当として交通費、日当及び宿泊費を支給することができる。この場合において

 、日当及び宿泊費を支給するときの額は、次の表に定める額とする。  

 

  項 目     支 給 額 

  日 当     １，０００円  

  宿泊費   １０，０００円  

 

 （遠隔地からの授業） 

第７条の２ 非常勤講師等は、学長が特に認めた場合は、本学に出講せずに遠隔地からオ

ンラインで授業又は保健指導（以下、「オンライン授業等」）を実施することができる

ものとする。  

２ 本学に出講せずに遠隔地からオンライン授業等を実施する場合は、一の学期における

授業実施回数に応じて、週１日あたりの授業実施につき、次の表に定める額を支給する

。ただし、授業実施日１日において複数の授業科目を担当している場合、１日の全ての

授業実施をもって１回分とみなす。  

 



授業実施回数  支給額 

１～３回  ２，５００円  

４～６回  ５，０００円  

７～９回  ７，５００円  

１０回以上  １０，０００円  

 

３ オンライン授業等を実施する非常勤講師等が、授業実施のため本学に出講した場合  

 は、一の学期間における出講回数に応じて、前条第２項の規定による支給額と前項の規

定による支給額との差額を支給する。差額の支給は当該学期における委嘱期間の最終月  

 に行う。  

４ オンライン授業等の実施に伴い発生する通信機器及び通信環境の整備費用、光熱水  

 費、通信・印刷費、その他費用等は原則として非常勤講師等の負担とする。  

 （支給日）  

第８条 第６条の給与及び前条の出講手当は、月の１７日に支給する。ただし、１７日が

 日曜日に当たるときは１５日、１７日が土曜日に当たるときは１６日、１７日が月曜日

 の休日に当たるときは１８日に支給する。  

２ 第６条第２項により支給する場合は、原則として５月から９月及び１１月から３月の

 １０月間を支給期間とし、前項により支給する。  

３ 第６条第３項により支給する場合は、従事した翌月に第１項により支給する。  

４ この条の各項によりがたい場合は、別に定めることができる。  

 （委嘱期間）  

第９条 委嘱期間は、その年度内とする。また、必要に応じて更新することができる。  

 （委嘱の解除）  

第１０条 学長は委嘱している非常勤講師等に下記の事由が生じた場合に、教授会等の議

 を経て、委嘱を解除することができる。  

 (1) 勤務成績が著しくよくない場合  

 (2) 心身の故障その他の理由で、業務を行うことが困難となった場合  

 (3) 前２号に規定する場合のほか、その職務に必要な適格性を欠く場合  

  (4) 本学の信用を失墜させる行為又は教育上不適当な行為があった場合  

 (5) 担当する授業科目に履修登録がいない場合  

 (6) 経営上又は業務上やむを得ない組織の再編、統合又は縮小等により減員が必要とな

   った場合  

 (7) やむを得ない理由により、本人から解除の申出があった場合  

 (8) その他前各号に準ずるやむを得ない事情があった場合  

２ 前項第１号から第４号、第６号及び第８号により委嘱を解除する場合は、３０日前の

  予告若しくは報酬の１月相当分を支払うものとする。  

 （年次有給休暇）  

第１１条 労働基準法第３９条の規定に基づき年次有給休暇を付与する。  

 （社会保険）  



第１２条 非常勤講師等は、労働者災害補償保険法（昭和 22 年法律第 50 号）による保険

給付等を受給することができる。  

 （雑則）  

第１３条 この規則の実施に関して、必要な事項は学長が別に定める。  

    附 則 

 この規則は、平成１６年４月１日から施行する。  

    附 則 

 この規則は、平成２０年４月１日から施行する。  

    附 則 

 この規則は、平成２１年４月１日から施行する。  

   附 則 

１ この規則は、平成２４年４月１日から施行する。  

２ 外国語学部が存続する間は、当該学部にかかる非常勤講師については、従前のとおり

 とする。  

   附 則 

 この規則は、平成２５年４月１日から施行する。  

   附 則 

 この規則は、平成２７年４月１日から施行する。  

   附 則 

 この規則は、平成３１年４月１日から施行する。  

   附 則 

 この規則は、令和３年４月１日から施行する。  


